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第 2 回上天草市まち・ひと・しごと創生推進会議（議事要旨） 

 

1 日時 平成 2８年１０月６日(木)午後３時００分～午後５時００分 

 

2 場所 上天草市役所大矢野庁舎 書庫棟 2 階会議室 

 

3 出席者 別紙のとおり 

 

４ 議事次第 

（1）開会 

（2）座長挨拶 

（3）講話 

（4）ワークショップ 

（5）その他（企業版ふるさと納税、地方創生拠点整備交付金） 

（6）閉会 

 

５ 配布資料 

  資料１ 地方創生応援税制の創設（「企業版故郷納税」） 

  資料２ 上天草市企業版故郷納税（寄附対象予定事業） 

  資料３ 地方創生拠点整備交付金について 

  ガイドブック等 ・上天草みしらんガイドブック ・上ガール天草 

・KAMI AMAKUSA（観光ガイドブック） ・極上旅 

 

６ 議事概要 

（1）開会 

○事務局より、平成２８年度の第２回会合を宣言。シティプロモーション動画

の紹介及び上映。配布資料の確認。議事進行を座長に依頼。 

 

（田中座長） 

・みなさんこんにちは。地方創生の会議は、いつも年輩の方ばかりで、場合に

よっては女性がいないこともある。（男女比を）1 対 1 にし、平均年齢も 30

代まで下げていきたい。 

・冒頭で上天草市のプロモーション動画をご覧になられて上天草で今何か起こ

っているか皆さんも感じていただけたと思う。今日は「色んなことにチャレ

ンジする」という話をしていきたい。最初に僕と入口さんから地方創生でど

んなことやっているか話をした後、ワークショップを行う。 
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・市の広報にも掲載された上天草市の地方創生の絵は、構成員の片島荷風さん

とご主人の雄一さんにより描かれたもの。僕は南阿蘇及び上天草を始め、山

都町、菊池市、水俣市において、地方創生の仕事をしているが、上天草市の

取組みは会心の出来です。「好循環を生む」というのが地方創生の一つのキー

ワードとなる。 

・普段の生活が日常とすると、災害時は非日常となる。災害対応としては、命の 

救済が優先され、その次に最低限の生活ができるレベルに復旧し、最終的に復

興という流れになる。 

・災害及び復旧対応は行政の仕事。でもその先にある「復興」は行政だけではで

きない。一人ひとりの生活再建なので、行政の仕事の範囲でもあるが、市民に

もやる気を出してもらう必要がある。 

・少子高齢化の現状を何もしなければどんどん悪くなるっていうのが今の時代。

その中で復興が本当にできるか考えなければならない。 

・さっき見せた本は平田オリザさん著書の「下り坂をそろそろと下る」とい 

 う本。今までの日本の社会では、求められてきたこれさえあれば大丈夫みたい 

なところがあった。僕らも正直徹夜とかできなくなってきて、徹夜した次の日 

は精一杯で、どんどん物忘れが激しくなったり、嫌なことばかりですが、下り

坂でも楽しく下れる。そういうことを考えていくのがこれからの時代。 

・（本の真ん中ぐらいに）「世界が全体幸福にならないうちは個人の幸福はあり 

 えない」という宮沢健二の言葉がある。熊本の人は、「益城の方がもっと大変 

だから」と言い、益城の方に行けば人は「うちはまだ半壊だけん住めるけん」

と言い、、結局熊本全体は幸せにならないと、益城の復興はないと思う。中越

地震でも「復興に終わりはない」とおっしゃっていた。それと同時に「復興と

過疎対策」と言われたが、僕は現代風にいえば復興と地方創生っていうのは繋

がることを話したいと思う。なぜかいうと、復興の絵の中で一番好きな絵がこ

の絵なので、最近色んな場で話すときに「これこそ地方創生の姿だ」と紹介し

ている。 

・これは皆さんご存知の水前寺公園（の写真）です。（震災後）水が少なくなり、 

中高生の皆さんが砂利上げを手伝ってくれているところです。500 人の子ど 

も達が来てくれて、コミュニティが崩壊していると言われている中、そんなこ

とないです。こういう姿を見て熊本って良いところだと再認識しました。 

・地方創生は簡単に言うと人口減少時代の中で、東京一極集中をやめ、若い世代

に就労、結婚、出産、子育ての希望を与え地域の特性を生かした必須課題を解

決しようというもの。 

・具体的な基本構想は４つあり、 

① 地方における安定した雇用を創出する 
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② 地方に新しい流れを作る 

③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望を与える 

④ 時代に合った地域づくり、安全安心な暮らしを守り地域と地域を連携する。 

・「まち・ひと・しごと」の好循環は右回りなんですけど、この絵はよく出てい

る。この会議の名称も「まち・ひと・しごと創生」となっているが、人が都市

部から地方に移る。そのためにはそこが住みたい場所になるとか、ちゃんと働

けるということが必要。上天草市職員の皆さんも１回は上天草を離れてると

思う。「東京に出ていろいろ仕事して疲れて故郷に帰ってくる。」PV の登場人

物のセリフにもあったが、やることなくなったら帰ってくる時代だった。（島

根県）海士町では、故郷にやりたいことをやるために帰ってくることが必要ん

だと話しています。 

※田中座長に地方創生のきっかけを与えた人を座長から数名紹介。 

 →平成２７年第２回会議の中でも紹介されたため、記載は省略。 

  平成２７年度第２回上天草市まち・ひと・しごと創生推進会議（議事要旨）

（P２～P５）を参照 

http://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/q/aview/36/5637.html 

・海士町では町長が「故郷」という歌の替え歌を歌います。この歌は古いイメー

ジ。「志を果たして」だから、孫も一人前になったから志を果たしに帰る場所

が故郷。海士町は高校がないので、高校進学のために町（島）を出る。その後、

Ｕターンをどのように進めるかが海士町の課題。 

・上天草市では、中学校を卒業して上天草高校に進学する割合が 3 割に満たな

いと聞いている。近隣の天草高校に進学しているか聞いたら熊本市内の高校

に進学しているとのこと。そういう状況だと天草、上天草に帰ってくる人がす

ごく少なくなると思うので、上天草高校をもっと面白い高校にして、まずは上

天草高校で勉強した子は、優先的に上天草で就職できるとか、大学は熊大に進

学しても良いけど、天草に帰ってくる仕組みづくりができないかと考えてい

ます。僕があんまり喋ってても面白くないのでその辺ちょっと入口さんにお

話してもらう。 

・上天草市の観光パンフレットの「みしらんガイドブック」や「上ガール（アガ  

ール）天草」を制作したきっかけはなんですか？ 

（観光おもてなし課 入口参事） 

・前に作製した観光パンフレットは上天草の「観光ガイドブック」で５、６年前

に作製した。一般的なパンフレットで、これを見て観光するとなると、イメー

ジしか伝わってこないということで、観光者目線に立ち、どういったところに

行って、どういったものを見て、どういったものを楽しむか、具体的に上天草

に来られた方がこれを見て各地域に行って観光してもらうことが作製した目

http://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/q/aview/36/5637.html
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的。特徴として、「上ガール上天草」は女性目線で作ったガイドブック。「みし

らんガイドブック」は個々のお店等を紹介している。行政が作製するパンフレ

ットは個別の事業者を紹介することは難しいが、ここにしかない「オンリーワ

ン」のくくりで掲載することができた。 

（田中座長） 

・ありがとうございます。やっぱり行政が発行するマップとかに個店が載るこ

とは、普通は拒むんだと思いますけど、実際にやってどうだしたか？ 

（入口参事) 

・例えば、上ガール天草に掲載しているスイーツ（９・１０ページ）がある。、

ここのスイーツ屋さん全部上天草市内のお店を掲載しているが、何店か掲載

を断ったところもある。この中の「春風庵」さんはかなりの部数を店舗に設

置してもらったが、１週間程度で、無くなってしまった。このガイドブック

を見てから来店したという話も聞いている。 

（田中座長） 

・ちょっと誰か、入口さんの応援してくれるって人いますか？これ見たとき変

わったなと思う人いないですか？ 

（職員） 

・私もずっと上天草にいるけど、これを見て全然知らないお店とか、お店を知

っていてもこんなのがあったんだなってびっくりしました。 

（田中座長） 

・褒めたい方は褒めてもいいです。実際女子目線でどうだったのかな？ 

（職員） 

・スイーツが載ってるのはうれしい。 

（職員） 

・保護リストみたいな感じでかわいいと思います。 

（田中座長） 

・2 番目に「かわいい」がきた。そんなことない？がんばってるな。こうやって

マーケティングしたわけじゃないんですか？ 

（入口参事) 

・そうですね、女性の職員の意見を聞きながらこういったものがあったらいいな

というのを取り入れました。 

（田中座長） 

・こういうことをやるのと地方創生っていうのは入口さんにとってどう絡んで

ます？ 

（入口参事） 

・実際に、通常の観光地として知られる天草五橋、イルカウォッチング以外の観
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光地に行っていただけているところでは地方創生かなと思います。 

（田中座長) 

・ありがとうございます。地方創生でよく話になることが、行政の皆さんって縦

割りじゃないですか。縦割りのメリットもありますが、たまにそのメリットが

デメリットになることもある。観光の仕事じゃないことが交差してできてい

る。これがなかったら潰れてしまったかもしれないようなところのメリット。

公共交通のことも含めて検討したり、丸ごとの上天草を考える。天草という事

をよく考えるための一つの気付きなんですね。観光だけど、そもそも上天草の

ことも知らないっていう事も知っていくことっていうのが、そもそも地方創

生の一番大事なことだと思っている。 

・（宮崎の）青島ビーチパークは年配の方はよく知っている。僕が修学旅行で行 

った時の青島のイメージは、鬼の洗濯岩や青島神宮があり、ハネムーンのメッ

カであった。古い観光地で観光客がどんどん減っている。青島のホームページ

のどんどん潰れ始めている。これはまずいということで、青島ビーチパークが

整備された。小洒落たビーチというだけで他は特にないけど、昼間から１本

800 円程度のビールを飲みながらボーッできる。宮崎はサーフィンのメッカ

ですので、この青島ビーチパークは思い切って海水浴客のターゲットを減らし、

サーファーの皆さんに開放してる方が多い。でもその考え方を教えてくださっ

たのは、藤田さんとういライフセーバーで、今までになかった海岸を作りたい

という夢を持たれている。 

・彼は全世界の渚や海岸を見て、ビーチっていうものは何か考えている。「青島

ビーチパーク」という名称はすごく大事。アメリカに「ボールパーク」という

野球場がある。、ボールパークでバーベキューをしたり、野球も観戦するけど、

家族で空間を楽しむことができる。 

・藤田さんたちはここでライフセイバーの中学生講座をやっていて、中学生が毎

日ライフセイビングを学びながら浜の環境学習をしたり、そこの観光に係る

教育もされている。 

・そういった甲斐もあって、観光客が、昨年まで２０万人を切り、１８万人にな

ってたが、今年は盛り返して２５万人にまで増えた。海水浴客は減ってます。

しかしサーファーが増えたり、子連れのファミリー客が増えている。 

・藤田さんは、宮崎は日が昇るから良いと言っていて、日の出を見ながら朝ヨガ

をする人は前泊しないといけないので地元にお金が落ちてる。これに夕焼け

があればと言っていたので、上天草や水俣は夕日がきれいなので青島ビーチ

パークと提携してはどうかと話したところ、すごく藤田さん喜んでいた。 

・そういう話をワークショップで話合っていただきたい。 

ワークショップ 
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（田中座長） 

・今から「ワールドカフェ」形式でワークショップを行います。ワークショップ 

で皆さんに守っていただく魔法の言葉があって、これを聞くと今後みなさんが

住民の皆さんとワークショップをやるときにすごく楽な言葉があります。 

・１つ目は「他人を否定しない」こと。お互いを褒たり、励ますことが大事。 

・２つ目は「人の話を聞く」こと。 

・３つ目は「自分の言葉で話す」こと。自分らしく自分の言葉で話すことって大

事なんですけど、でもなかなか話さないんですよ。 

・この３つ、これさえ守れたら、どんなにギスギスした職場でもとてもいい会話

ができます。これはすごく即効性がある。これを市民とワークショップをする

時に使うといいです。これは効果絶大。 

・皆さんのお手元にある白いテーブルクロス（広用紙）があります。そのテーブ

ルクロスに落書きをしながら話をするっていうのがワールドカフェのスタイ

ルです。なので最後に発表してくださいとかそういう事は全くないので、皆さ

んお気軽にしゃべってください。最後にアンケートはしますけどそれ以外は

特に何もありません。考えていただくのは、「上天草らしい観光」どうやった

ら上天草を楽しんでもらえるか、みしらんガイドもそうですよね。天草の観光

っていうと、天草で一番おいしいものは何かとか、こんなことやらなくちゃい

けないイメージにとらわれますけど、そうじゃなくて、ありのままの天草を楽

しんでもらう。上天草らしい観光っていうことをどんどんテーブルクロスに

落書きしてもらおうと思っています。例えば、「みしらんガイド２」を作る。

とか何でも構いません。書いてもらう際のルールがあります。 

・１クール 10 分で、3 セットアイデアを出してもらいます。どんどん書いても

らい、いっぱいになる班が出てきたら、その班の仕事は終わりです。あとは楽

しく周りを見つめていただいたらいいです。どちらかというと皆さんとしゃ

べることを楽しみながら他の人の考え方を聞きながら、自分の考えを付け足

していくのもありです。１セットの１０分が経過したったら席替えをしても

らいます。とりあえず今から 10 分間上天草らしい観光のアイデアを一人一

分程度とって書いてください。いきなり始めるのはなかなか難しいので、最初

に自己紹介をしてください。 

 

（田中座長） 

・会議終了後、懇親会を開催します。懇親会では、色んな相談もできますし、冒

頭で紹介したのロバートのＰＶのようなやろうと思ったらやることはたくさ

んあります。今はそういうチャンスが満ち溢れていて、やらないと損です。長

く天草に関わる仕事をしてきました。今は世界遺産に関係する仕事をしてい
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ますので、天草の考古学などもやっています。天草市が大変なのは、合併して

10 以上の自治体がひとつになっているので地域差がある。上天草市のいいと

ころは（合併した自治体が）４つしかなく、小回りがきくっていうのが大事な

ので、もっと内側から提案して、提案されたアイデアがどんどん実現していく

ような上天草市になればいいと思っています。 

・この後の懇親会にオブザーバーの皆さんにも来ていただいて夢を語る場をど

んどん増やしていけたらと思っています。今日のワークショップはここで終

わります。最後に今日参加された皆さんに拍手をお願いします。 

（中村課長） 

・先生ありがとうございました。皆さんもありがとうございました。最終的には

回収させていただいてアイデアのデータベースをということでこちらの方を

色々検討させていただきます。 

・最後に資料の１～３を説明させていただきます。一般の方向けの話が主なんで

すが、企業版ふるさと納税という新しい制度がこの 4 月から実行されていま

す。地方創生を支援する応援する税制ということで、企業が地方創生に関する

事業計画をたてられた市町村に対して、事業応援したいという事であれば寄

附を行う仕組みです。例えば、1，000 万円の寄付をした場合、300 万円の

参入というケースがあるが、それにプラス 3 割税額の控除が加わるというこ

とで、1，000 万だしても 600 万円は控除投下が行われて、寄附する側にも

メリットがある制度ということになっています。ここは重要なんですが、市町

村や県がその制度を活用して地方創生を進めるために、こんな事業をやりた

い、でもお金がない。だから企業さんに支援をしていただきたいということを

お願いするというような仕組みになってます。 

・例として、資料 2 を見ていただきますと、今いくつかの案が検討されている

が、そのうちのひとつに「スポーツ合宿の里づくり」という事業があります。

上天草市には、アロマ（松島総合運動公園）や大矢野にスポーツ公園がありま

す。体育施設は充実しているが、整備が必要な部分、もう少しグレードを上げ

て競技者を呼び込む工夫するための準備をしています。これをすることによ

って、高校生レベルのスポーツチームが練習のために使っていたものが、実業

団などのチームに使っていただけるようになるかもしれない。という整備を

この企業版ふるさっと納税でやる。そうすると、実業団で今練習場がなくて困

ってるところが本事業に賛同して寄附する。その寄付した会社は整備後のグ

ラウンドに名前が出る。それを見ながらその実業団やプロは練習をする。とい

うようなイメージで仕組みを考えています。 

・今度は崎津天主堂が世界遺産登録されますが、それを睨んでもう一度上天草市

のキリシタンの文化や遺跡を把握していくことを検討しています。二つの世
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界遺産に挟まれる上天草が素通りされず、ここでもしっかりと楽しんでいた

だいてお金を落としていただける仕組みを検討しています。 

・特にこの一番目のスポーツ合宿の里づくりにつきましては、地方創生拠点整備

交付金こちらの方を活用します。企業版ふるさと納税だけでは、どのくらいの

金額集まるかわからない、予定事業ができるかわからないということがあり

ます。地方創生のハードの交付金が付け足されますので、これを使って整備を

する。企業版ふるさと納税と二つ合わせて整備していけば、スポーツ合宿の里

ができるのではないかとやっているところです。 

・その他、色んな地方創生を進める取組みを研究しております。移住定住、シテ

ィプロモーション、観光、雇用創出等、地方創生の交付金を活用しながらやっ

てますが、もっともっと取組みを広げていきたいと思っていますので何かあ

りましたらご意見等いただければと思います。以上です。 

 

（３）閉会 

（中村課長） 

・それでは、これを持ちまして第二回のまち・ひと・しごとの創生推進会議を終

了いたします。ありがとうございました。 
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